
【教育委員会開催状況】
・定 例 会 5回 ・臨 時 会 2回

・議 　 案 13件 ・報告事項 11件

【主な案件】
◎は審議、○は報告事項

○　「教育基本条例等に関する提言」について

○　学校希望制度申請状況について

○　指定管理施設の年末年始の開場及び年始

特別営業について

○ 「小中学校適正配置のための再編構想」

に対する区民等の意見と区の考え方について

教育委員会の動き
19年6月～11月

杉並第六小学校では、今年度から「児童参加型のビオトープづくり」を行っています。
「ビオトープって何！？」まず、庭師の方にこんな話を聞くところから授業は始まりました。次に行ったのは、「校内
にいる生き物さがしの探検」です。今、校内にいる生き物を調査し、「自分たちが新しく作るビオトープに呼びたい生
き物は何だろう？」と話し合い、「その生き物たちが、どんな環境だったら集まってくるかな？」と本を使って調べ発
表をしました。基本となる計画が出来上がったところで、いよいよデザイン作りに挑戦です。「こんなビオトープがほ
しい！」とみんなでアイディアを出し合い、そのデザインをもとに10月から工事が始まりました。
工事当日、かいぼり班と土工事班に分かれた4年生約45人が協働事業のコーデ

ィネーターやプロの工事業者にそれぞれ指導を受けながら一緒に作業をしました。
数日後の授業では、3年生も参加し、泥んこになりながらも「カエルやトンボ来る

かな」と期待をふくらませる子どもたちの顔は、ニッコリ笑顔。杉六小学校のビオトープは、雨水を貯水槽に溜めて、
その水を流し、太陽光発電を利用したモーターで循環させるという省エネルギーを考えた仕組みになっています。保
護者や地域の方の協力もあり、みんなで作り上げた「手作りのビオトープ」が、今出来上がろうとしています。 12
月中旬の完成お披露目会まであと少し、そこに集まってくる動植物の観察が今からとっても楽しみです。
区のビオトープ設置校は、これで15校目となります。今後も校庭・屋上・壁面の緑化の整備等を行い、子どもた

ちも地域の人たちも、自然とふれあい、環境について学び、考えるよりどころとなる学校施設（エコスクール）づ
くりを推進していきます。
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1
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています。 

ガーデニング－緑と花のまちづくり－開催中　 土いじりを通して「家族のきずな・地域のきずな」を深めあいながら、
防災のまちづくりや地域の緑化の視点なども盛り込み、みんなが笑顔で生活できるまちづくりに取り組んでいくための講
座です。ゆうゆう梅里堀ノ内館・ゆうゆう桃井館を主な拠点として、【文部科学省「学びあい支えあい」地域活性化推進事
業】の一環として開催中です。世代間の交流や地域でのつながりづくりに関心のある方、ぜひご連絡ください。
お問合せ：車座委員会地域活性化推進事業チーム（事務局は社会教育センター 3317－6621）

元気な子へ　チャレンジ！　南伊豆健康学園　園児募集　伊豆半島の南端にあり、きれいな空気、温暖な気候、恵まれた自然の中で、お子さ
んの健康の回復と体力増進を図る全寮制の学園です。 区内の小学校と同じ授業を行いながら、自然環境を生かした指導や、児童ひとりひと
りに適した健康管理を行います。 入園期間　平成20年4月～平成21年3月　費用　月額28,000円（食費、雑費）対象　杉並区立各小学校に
在学する上記入園期間中3～6年生（現在2～5年生）の方で、肥満や喘息・虚弱・偏食のあるお子さん　申込み 平成20年2月1日（金）まで
に各学校に申し込んでください。 お問合せ　学務課就学奨励係

子どもたちの健康を第一に考えて－文部科学大臣表彰受賞
東
田
小
学
校
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彰
受
賞
　
学
校
保
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の
部
）

一
日
の
は

じ
ま
り
、
東

田
小
「
元
気

タ
イ
ム
」。
九

月
に
完
成
し

た
ば
か
り
の

芝
生
校
庭
は

現
在
養
生
中

の
た
め
、
体

育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

八
時
二
十
分
、

体
育
館
に
続
々
と
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。
五

分
間
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
で
長
な
わ
と
び
が

何
回
跳
べ
る
か
。
子
ど
も
た
ち
は
お
互
い
に
今
日
の

目
標
を
宣
言
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
終
わ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

タ
イ
ム
が
始
ま
る
と
、
皆
真
剣
な
顔
で
回
転
す
る
長

な
わ
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。
万
が
一
、
誰

か
が
失
敗
し
て
も
、「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
！
」
と
声
を

掛
け
合
い
、
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
な
が
ら
記
録
に

挑
戦
し
続
け
ま
す
。
始
業
前
の
ひ
と
と
き
、
み
ん
な

で
一
緒
に
運
動
す
る
こ
と
で
、
一
日
が
元
気
に
過
ご

せ
ま
す
。

「
運
動
に
親
し
む
意
欲
・
態
度
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
身
体
能
力
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
」
を
「
体
力

（
か
ら
だ
り
ょ
く
）」
と
称
し
、
運
動
の
日
常
化
と
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
田
小
。
平

成
十
七
年
度
か
ら
始
め
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
い
ま

や
確
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
、
体
力
テ
ス
ト
の
結

果
の
み
な
ら
ず
、
学
力
や
、
学
習
意
欲
、
食
生
活
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
効
果
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
日
、
元
気
タ
イ
ム
を
行
っ
た
体
育
館
の
前
に
は

大
き
く
こ
ん
な
文
字
が
張
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
東
田
の
体
力
（
か
ら
だ
り
ょ
く
）

き
た
え
よ
う
か
ら
だ

う
ん
ど
う
だ
い
す
き
　
ま
い
に
ち
げ
ん
き
」

今
回
受
賞
し
た
、
子
ど
も
の
「
か
ら
だ
」
に
対
す

る
ト
ー
タ
ル
な
活
動
へ
の
意
欲
と
自
信
が
、
こ
の
文

字
に
は
見
て
と
れ
ま
す
。

三
谷
小
学
校
江
口
敏
幸
栄
養
士

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
　
学
校
給
食
の
部
）

三
谷
小
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
毎
日
変
わ
る
お
い
し
そ

う
な
給
食
の
写
真
。
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
楽
し
い
一
口
メ

モ
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
が
、
今
回
受
賞
さ
れ
た

三
谷
小
栄
養
士
、
江
口
さ
ん
で
す
。
江
口
さ
ん
は
、
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
た
め
に
、
地
場
産
の
野
菜
を
取
り
入
れ
る
な
ど
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
食
育
の
普
及
に
も
積
極
的
に
取
組
み
、
他
校
で
も
講
演
を
行

っ
て
い
ま
す
。
江
口
さ
ん
、
仕
事
を
し
て
い
て
一
番
う
れ
し
い
こ

と
っ
て
な
ん
で
す
か
？

子
ど
も
た
ち
が
「
今
日
の
給
食
お
い
し
か
っ
た
よ
、
ま

た
作
っ
て
ね
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
時
が
一
番
う
れ

し
い
で
す
。
栄
養
士
は
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況
・
季
節
や

旬
・
学
校
行
事
・
授
業
内
容
等
を
考
え
な
が
ら
献
立
を
作

り
ま
す
。
で
き
た
料
理
が
や
は
り
お
い
し
く
な
く
て
は
食

育
は
進
み
ま
せ
ん
。
安
全
で
お
い
し
い
給
食
は
や
は
り
一

番
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

食
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
に
お

願
い
や
、
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

食
育
は
健
康
問
題
だ
け
で
は
な
く
生
産
か
ら
消
費
、
食

文
化
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の

中
で
の
基
本
は
「
食
を
楽
し
む
こ
と
」
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
一
人
で
食
べ
る
よ
り
一
人
。
家
族
全
員
な
ら
も

っ
と
会
話
も
は
ず
み
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
今
日
の
料
理
お
い
し
い
ね
、
ど
の
よ
う
に
作

る
の
だ
ろ
う
？
食
材
は
ど
こ
か
ら
来
る
ん
だ
ろ
う
？
ど
こ

の
国
の
料
理
な
の
か
な
？
等
、
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
子

ど
も
も
大
人
も
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
週
に
一
回
で
も
家

族
が
そ
ろ
っ
た
食
事
が
で
き
る
状
況
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
行
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
行
事
食
も
あ
り
ま
す
。
手

作
り
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
行
事
を
家
庭
で
も
大

切
に
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い

ま
す
。

こ
の
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
家

庭
や
地
域
ま
で
も
考

え
た
広
い
視
点
か
ら

の
江
口
さ
ん
の
取
組

み
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
江
口
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
お
い
し
い

給
食
を
お
願
い
し
ま

す
！

（この人が、江口さん。マスクと帽子では顔

が分からないので、給食室から一度出ていた

だいて、パチリ。）

見よ!! この体のしなやかな動き！これも東

田小の体力（からだりょく）。

杉七サポートチーム 
－わく算教材作成チーム 

沓掛小学校地域支援委員会 
―学校図書館部― 
 

永福小学校学校支援本部 
　　　　　　～お月見会 

見えた！ 

支援本部長の鈴木玲子さんに 
お話を伺いました。 

　「月の勉強をしている子どもたちに観月会をやってあげたいね」学校からの提案が
きっかけでした。依頼を受けた学校支援本部は、どうせやるならと、読み聞かせ、紙芝
居、科学館の指導員を招いての月の話、望遠鏡による観月と、盛りだくさんの内容で
の大イベントを企画しました。各支援隊の今までの活動の成果披露の場でもあります。
オープニングの音大生による「けやきの森コンサート」は学校の企画です。当日、集
まったのは保護者の方も含め360名。会場の屋上芝生は2/3が埋まってしまうほど
でした。しかし、残念なのは天気。月が見えません・・・ 

永福小の学校支援本部ができたのは平成18年12月。
それぞれが活動をおこなってきましたが、今回は、全体
で取り組む初めてのイベントです。緑のベストを着
た支援隊の人たちがスムーズにイベン
トを進めるために奔走しています。 
 　「あ、見えた！」皆の願いが通じたの
か、見上げると、雲間からまん丸の月が。
全てが大成功。「やっ
ぱり楽しいのが一番
だよね」にっこりと
微笑んで語ってくれ

た校長の言葉に、学校と
支援本部の結束の固さがうかがえます。 

　屋上から、こんなにも素晴らしい月や
夜景が見られるなんて！と子どもたちの
学校自慢がまた一つ増えたことでしょう。
これからも情操教育の一貫として、四季折々
の日本の伝統行事を子どもたちに伝えていき
たいと思います。 
　永福小の各支援隊は「出来る事を、出来る人が、出来るときにやる」
をモットーに、それぞれの得意分野で自主的に活動しています。支援
本部（事務局）の役割は、支援隊が動きやすいようにサポートし、
学校の考え・求めていることを学校とじっくり話し合いながら十分
理解すること。とはいえ、和気あいあいとした雰囲気なので、皆自

然体で活動できています。無理をしないというのも永続的に活
動するためには必要ではないでしょうか。 
 現在でも永福小はたくさんの地域の方に支えら
れています。この恵まれた環境を保つために
私たちが出来ることは何か。現在も模索中
ですが、やはり中心は「子ども」です。次
の世代を担う子どもたちが「この学校でよ

かった、この地域で育ってよかった」と思ってくれたら、こんなにう
れしいことはありません。 これからの学校ってどうなるの？　  

　 
　学校は、こうした学校支援本部の活動を通して、地域との信頼関係を深めていきます。その上で、学校支援本部のような学校を支援する活動だけにとどまらず、地域の皆
さんの知恵や意見を反映する仕組み＝地域運営学校（コミュニティスクール）を導入することで学校の教育力を高めていきます。 
　現在、地域運営学校となっている学校が杉並区には６校あります（小学校２校、中学校４校）。これらの学校では、地域や保護者の皆さんから構成される「学校運営協議
会」が開かれており、教育課程の編成や学校運営に地域や保護者の皆さんの意見が反映されるようにしています。 
　今後、学校支援本部や地域運営学校など、学校支援と参画の仕組みを全校に広げることによって、地域に開かれ、地域に支えられる学校づくりをさらに進めていきます。 

 「私たちも楽しみながらやっています！」 
 と教材作成チームの作業風景。 

今、ここでアイデアが生まれようとしています。 

　「算数大好きっ子が増えていくように。」そんな思
いを込め、毎週木曜日に活動をしている「わく算教材
作成チーム」。子どもたちの学ぼうとする力を向上さ
せるため、様々な教材作りにチャレンジしています。 
　カラフルなパズルに、不思議な立体模型、学校が発案し、このチームが作る教材は
どれも皆あっと目を引くものばかり。その教材が置いてある「わくわく算数ルーム」は、
休み時間も自由に使え、教科書では味わえない体験ができることから子どもたちの人
気の場所のひとつとなっています。「算数が好き！」という児童が8割を超えているのも、
この教材や教室を活用している成果といえるでしょう。特色である「算数レストラン」
と称した、学校生活のあらゆる機会を通して算数の学習を伸ばすための取り組みを、
この地域の力が盛り上げています。 
　設立二年目を迎え「杉七サポートチーム」と名称を改めた学校支援本部は、「わく算
教材作成チーム」を含む、5つのプロジェクトチームと、それを支える本部で、学校と
協力しながら今後も自主的に活動をしていきます。 

 「もうすぐクリスマスなんだけど・・」「あ、じゃ展示やりましょうか」本のメ

ンテナンスをしながらも途切れない「図書館ボランティア」の皆さんの会話

が、学校図書館を充実させるアイデアの源泉です。作業は本を整理し、汚れ

た本をきれいにすることにとどまりません。手作りのとしょしつMAP、本棚

の周りの飾りつけ、図書分類の再構築、先生の「お勧め本」にコメントのメ

モをつけたりと、皆さんがそれぞれの得意分野で「出来る範囲で」楽しく学

校に参加しています。 

　一方木曜日の中休みは「お話会

どんぐり」の出番。「お母さんの話

し方」を心がけながら、自ら選んだ

本を丹念に読み聞かせます。参加

は子どもたちの自由。でも毎回顔

を出す熱心なファンもいるようです。 

　企画調整部と、学校図書館

部をはじめ4つの支援活動

部からなる沓掛小地域支援委員会。アイデアをすぐに実行できる環

境は、学校との揺るぎない信頼関係の証です。 

※３面「教育委員からの発信」もぜひご覧下さい。 

かいぼり班。「どじょうがいた！」と

大喜びの子どもたち　　

土工事班。工事業者さんの指導を熱心

に受ける子どもたち。

子どもたちのエコスクールづくり－杉並第六小学校

12月16日　今川図書館が開館します
来たる12月16日（日）、区内で13館目、西荻地域では2館目の今川図書

館が開館いたします。（今川四丁目12番10号）
今川図書館は閑静な住宅街の一角、緑あふれる落ち着いた環境の中に

あり、区内の図書館としては初めてゆうゆう館（高齢者施設）と併設して
います。今川図書館ならではの特徴を活かし、生涯にわたる学習と自立を
支える情報拠点として、区民の方々に活用されるよう運営していくととも
に、民間企業に運営を委託し、個性溢れる図書館を目指していきます。
皆様のご利用をお待ちしております。
開館に合わせ、洋書絵本などの特別展示を行います。また、12月24日

（月）〔振替休日〕午後2時からは、幼児・児童向けの「クリスマス特別お
話会」を開催します。ご家族連れで出かけてみませんか？
交通案内
JR中央線 荻窪駅北口から「武蔵関駅」行き「井草八幡宮」下車徒歩5分
JR中央線 西荻窪駅北口から「井荻駅」行き「今川四丁目」下車徒歩7分　
【お問合せ】中央図書館（ 3391-5754）

開館後は今川図書館（ 3394-0431）へ

今川図書館・ゆうゆう今川館
今川四丁目12番10号
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①規定形式は
「条例」、「憲章」、「宣言」の各特長や長所・短所
などについて比較検討した結果、「行政機関などに
対し、拘束力を持たせることができる」、「行政の施
策や取組みについて、区民が評価できる規定を取り
組むことができる」など「条例」の長所を重視し、
「形式については条例にすべき」としています。

教育に支援を惜しまない地域社会の実現に杉並区は取り組んでいます。
③条例の前文の内容は
前文には「人が育ち人が活きる杉並区」を標榜する
区としての「人づくり」の基本的考えを記述するこ
とが適当であるとし、「大切にする」こととして次
の3つが提言されています。
①人間として生まれてきたこと
②人間性を発揮すること
③社会性を発揮すること

②条例の構成は
前文を付してそこに区が目指す「教育立区」を

支える基本となる考えを表すことが適当であると提
言されています。

提言の全文は、区政資料室（区役所東棟2階）、図書室のほか、

区ホームページでご覧いただけます。

お問合せ：庶務課

④条例の本文は
条例の制定目的や大切にしたい考え方を明らかに

し、教育立区の実現に向けた基本的な考え方を表す
べきとしています。続いて家庭・地域・行政それぞ
れの役割と責務、人づくりに関する行政の基本とな
る、中・長期的な目標と行動計画づくり、事後評価
や検証の仕組みなどを盛り込んでいくことがこの条
例にふさわしいと提言されています。

教
育
基
本
条
例
等
に
関
す
る
提
言
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

す
ぎ
な
み
教
育
報
第
１
８
２
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
「
杉
並
区

教
育
基
本
条
例
等
に
関
す
る
懇
談
会
」（
会
長:

小
松
郁
夫
国
立
教
育
政

策
研
究
所
教
育
政
策
・
評
価
研
究
部
長
ほ
か
委
員
十
二
名
）
で
は
、「
教

育
立
区
」
の
実
現
を
目
指
す
杉
並
の
教
育
基
本
条
例
等
に
関
し
「
何
を

重
点
的
に
盛
り
込
む
か
」、「
ど
の
よ
う
な
規
定
の
仕
方
に
す
る
の
か
」

と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

九
月
十
九
日
、
そ
の
議
論
の
結
果
が
会
長
か
ら
教
育
長
へ
「
提
言
」

と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

区
で
は
、
今
後
こ
の
提
言
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
教
育
基
本
条
例
等
の

制
定
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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杉
並
区
で
は
、
現
在
い
ろ
い
ろ
な
学
校
改

革
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
特
に
地
域
の
皆
さ
ま
と
深
い
関

係
が
あ
る
も
の
に
「
学
校
支
援
本
部
」

と
「
地
域
運
営
学
校
」
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、

学
校
で
お
話
を
う
か
が
っ
た
り
、
図
書
館
の

環
境
を
整
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
安
全
防
犯
の
た
め

に
ご
協
力
い
た
だ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
支
援
の
活
動
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
を
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
、
円

滑
か
つ
機
動
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
杉
並
区
で
は
各
学
校
に

「
学
校
支
援
本
部
」
を
設
置
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
動
き
に
は
、
文
部
科
学
省
も
注
目
し
、
杉
並
に
端
を
発
し
て
全
国
に

広
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
学
校
支
援
本
部
」
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
学
校
の
応
援
団
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
組
織
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
取
組
み
で
す
。

地
域
の
力
が
学
校
に
注
が
れ
る
こ
と
で
、
先
生
た
ち
は
本
来
の
業
務
で

あ
る
授
業
や
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
に
よ
り
専
念
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
学
校
が
も
つ
力
は
格
段
に
向
上
し
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
に
は
小

中
五
校
、
十
九
年
度
に
は
小
中
十
校
が
こ
の
「
学
校
支
援
本
部
」
を
立

ち
上
げ
、
地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
将
来
的
に
杉
並
区
は
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
設
置
す
る
計
画
で
す
。

こ
う
し
た
学
校
支
援
本
部
の
取
組
み
が
、
よ
り
強
固
に
な
る
と
「
地

域
運
営
学
校
」
に
発
展
し
ま
す
。「
地
域
運
営
学
校
」
は
、「
学
校
運
営

協
議
会
」
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
定
の
権
限
を
も
っ
て
学
校

の
運
営
に
当
事
者
と
し
て
参
画
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
は
な
に

よ
り
も
地
域
に
開
か
れ
、
そ
し
て
地
域
に
支
え
ら
れ
る
学
校
を
め
ざ
す

も
の
で
す
。
現
在
全
国
で
一
九
五
校
、
杉
並
区
で
は
小
中
六
校
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
・
保
護
者
の
ご
協
力
、
お
支
え

が
な
け
れ
ば
成
り
立
っ
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
学

校
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
お
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
」。

５
人
の
教
育
委
員
が
意
見
を
発
信
し
ま
す
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
教
育
委
員
か
ら
の
発
信
」
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
は
郵
送
、
ま
た
は
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
生
活
ガ
イ
ド
」→

「
子
供
、
教
育
」

→

「
教
育
委
員
か
ら
の
発
信
」）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
地
域
に
開
か
れ
、
支
え
ら
れ
る
学
校
へ
」

教
育
委
員
　
安
本

ゆ
み

♪知ってましたか！？～東田小学校「東田フェスタ」と「成田東しぐさ」～
＊　梶尾孝徳君、岡田朋哲君、西本拓未君は東田小学校の5年生。11月17日東田フェスタでのワークショップ「成田東しぐさを発信しよう」を、成田東
だけでなく区内全域に発信したいと考え、区役所へPRにやってきました。東田フェスタが年に一回のお祭りで、舞台発表（2、4、6年生）やワーク
ショップ（1、3、5年生）があること。自分たちは「江戸しぐさ」の東田小版、「成田東しぐさ」をワークショップで提案し、広めていくつもりであ
ることなどを彼らは真剣な顔つきで教えてくれました。 ＊「成田東しぐさ」では4つのグループに分かれ、オリジナルMYバッグの製作と近所のサミ
ットでのレンタル実証実験、おにぎり一個分の生ごみ減らし、あいさつ運動の推進、「一週間に１回でも」のゴミ拾いなど、大人も耳が痛い話を、自
分たちで地道に行った調査結果を交えて提言していきます。右は区役所にやって来た３人が書いてくれた活動リポートです。ぜひお読み下さい！

▲

私たちは地域の人々がすすんであいさつを交わし合えるようになってほしいという気持ちを込めて、調査や体験活動に取り組
みました。友達と一緒に早朝からの「あいさつ習慣」で地域の人々にあいさつの大切さも呼びかけることができてうれしかったで
す。発表は聞いてくれる人の心にひびくように気をつけました。（あいさつグループ）
私たちは地域の人々にマイバッグを広めるためにインタビューやアンケート調査を行いました。多くの地域の人が協力してくれ

て成田東しぐさを地域に発信することができました。また地域の人々がどのようにしたらバッグを持ってくれるのかということを
考えました。レンタルバッグや（「マイバッグ忘れていませんか」と書かれた）ドアノブホルダーのアイデアが出てからは、それ
らを作るのが楽しくて仕方ありませんでした。発表ではお客さんが納得してくれたのでうれしかったです。（マイバッググループ）
ごみ拾い、生ゴミ減らしのグループの皆さん、紹介できなくてごめんなさい。でも、皆さんのメッセージはお客さんたちにきっ

と伝わったはず。これからも頑張ってください！

▲

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ち
　
知
識
を
広
げ
、
知
恵
を
深
め
る

い
　
い
の
ち
を
み
つ
め
、
心
を
は
ぐ
く
む

き
　
気
力
を
養
い
、
体
を
き
た
え
る

創
立
当
初
か
ら
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
た
三
谷
小
学
校

で
は
、「
ち
い
き
」
と
い
う
言
葉
に
、
冒
頭
の
よ
う
な
意
味
も
込
め
て
い

ま
す
。
区
で
い
ち
早
く
地
域
運
営
学
校
（
Ｃ
Ｓ
）
と
な
っ
た
同
校
は
、

こ
れ
ま
で
も
「
部
会
活
動
」
と
し
て
、
地
域
の
方
々
の
参
加
・
協
力
を
得

な
が
ら
、
学
校
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
へ
と
変
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

「
地
域
の
方
々
の
参
加
・
協
力
」
を
よ
り
広
く
、
深
く
充
実
さ
せ
る
た
め

の
「
学
校
支
援
・
地
域
共
生
本
部
」
の
設
立
総
会
が
十
一
月
十
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
気
持
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
た
め
の
考
え
方
と
ス
キ
ル
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」
理

論
を
日
本
に
紹
介
し
た
平
木
典
子
東
京
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
に
「
気
持

ち
を
伝
え
る
言
葉
」
と
題
し
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
授
は
、
現
代
は
「
地
域
社
会
」
に

お
い
て
も
（
そ
も
そ
も
東
京
ほ
ど
地
域

社
会
が
作
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
な
い
と

も
教
授
は
言
っ
て
い
ま
す
）、「
家
族
」

に
お
い
て
も
、
便
利
さ
と
豊
か
さ
が
も

た
ら
さ
れ
た
そ
の
引
き
換
え
に
、
人
と

人
と
の
か
か
わ
り
が
少
な
く
、
貧
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
情
報
や
論
理
の
伝
達
が
先

行
し
、「
い
た
わ
り
」
や
「
な
ぐ
さ
め
」

「
ほ
め
」
と
い
う
人
と
人
と
の
関
係
維

持
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
い

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
情
緒
・
あ
い
ま
い
さ
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
っ
た

（
ア
ナ
ロ
グ
的
な
）
表
現
を
活
用
し
な
が
ら
も
、
率
直
に
、
正
直
に
自
分

の
気
持
ち
、
考
え
を
伝
え
る
こ
と
、
同
時
に
相
手
の
表
現
も
大
切
に
す
る

こ
と
（
賛
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）
で
、「
か

か
わ
り
」
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
、「
お
つ
か
れ
さ
ま
」

の
あ
い
さ
つ
な
ど
、「
今
日
か
ら
一
つ
で
も
な
に
か
を
変
え
る
こ
と
を
や

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
私
た
ち
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

こ
の
平
木
教
授
の
言
葉
を
心
に
留

め
な
が
ら
、
三
谷
は
「
学
校
支
援
・

地
域
共
生
本
部
」
を
設
立
し
、
地
域

と
学
校
の
、
つ
ま
り
は
地
域
の
人
々

と
学
校
の
児
童
や
先
生
と
の
よ
り
良

い
「
か
か
わ
り
」
を
築
い
て
い
き
ま

す
。
こ
の
学
校
で
学
び
育
っ
た
人
が
、

ま
た
こ
の
学
校
に
戻
り
、
地
域
の
人

と
し
て
支
援
す
る
。
そ
ん
な
学
校
・

地
域
を
三
谷
は
目
指
し
ま
す
。

算
数
か
ら
数
学
に
な
り
、
新
た
に
教
科
と
し
て
英
語
が
加
わ
る
。
担
任

の
先
生
が
ほ
と
ん
ど
の
教
科
を
教
え
る
授
業
か
ら
、
教
科
ご
と
に
違
う
先

生
が
教
え
る
授
業
に
。
学
習
内
容
も
よ
り
難
し
く
、
複
雑
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
を
卒
業
し
、
中
学
生
に
な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
誰
も
が
経
験
す
る

こ
の
環
境
の
劇
的
な
変
化
は
、
時
に
は
戸
惑
い
と
な
り
、
学
力
や
登
校
へ

の
意
欲
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、

小
・
中
学
校
の
先
生
の
き
め
細
や
か
な
指
導
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
す
「
小
中
一
貫
教

育
」
の
試
み
が
こ
こ
杉
並
第
四
小-

高
円
寺
中
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎

週
火
曜
日
、
杉
四
小
か
ら
五
、
六
年
生
が
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
高
円
寺
中

に
向
か
い
、
中
学
校
の
教
室
で
、
算
数
と
英
語
活
動
の
授
業
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
水
曜
日
に
は
、
杉
四
小
に
高
円
寺
中
の
先
生
が
向
か
い
、
五
、

六
年
生
の
算
数
を
小
・
中
の
先
生
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
六
日
火
曜
日
、
高
円
寺
中

に
通
い
始
め
て
か
ら
三
週
目
。
最
初

は
中
学
校
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
に

も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
は

中
学
校
の
英
語
の
先
生
に
も
大
分
慣

れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
先
生
の
ほ
う

も
教
壇
か
ら
降
り
、
子
ど
も
た
ち
の

中
に
入
っ
て
一
人
ひ
と
り
に
話
し
か

け
る
よ
う
な
や
り
方
で
教
え
て
い
き

ま
す
。
杉
四
小
の
先
生
は
、
子
供
た

ち
が
困
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
た
ら
、

す
ぐ
に
傍
に
行
っ
て
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
、
小
中
の
先
生
が
連
携
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

算
数
の
教
室
で
は
、
ま
ず
は
杉
四
小
の
先
生
が
計
算
の
き
ま
り
な
ど
を

黒
板
を
使
っ
て
説
明
し
、
問
題
を
出
し
ま
す
。
答
え
が
書
け
た
ら
、
中
学

の
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
確
認
。
間
違
え
た
ら
、
間
違
え
た
箇
所
を
児

童
と
一
緒
に
考
え
、
丁
寧
に
解
き
方
を
教
え
る
な
ど
、
連
携
プ
レ
ー
で

「
楽
し
い
算
数
」
に
導
い
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
形
で
、
五
、
六
年
生
は
環
境
や
授
業
の
や
り
方
も
含
め
て

「
中
学
校
」
に
慣
れ
て
い
く
の
で
す
が
、
杉
四
小
・
高
円
寺
中
の
先
生
た
ち

も
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
小
学
校
―
中
学
校
の
情
報
交
換
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
が
戸
惑
わ
な
い
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
一
貫
教
育
の
充
実
を
目
指

し
、
中
学
校
で
学
習
す
る
教
科
や
時
間
数
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

杉
並
第
四
小
は
、
以
前
よ
り
高
円
寺
北
幼
稚
園
と
の
「
幼
小
連
携
教
育
」

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
回
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
就
学
前

教
育
か
ら
義
務
教
育
が
終
わ
る
ま
で
の
一
続
き
と
な
っ
た
教
育
を
目
指
し

ま
す
。

学校支援・地域共生本部の事務局長、石田さん。

地域を良く知り、「三谷の母」と呼ばれます。

平木教授

小中一貫教育の試み―杉並第四小学校 ～高円寺中学校

◆
大
人
の
学
び
は
大
人
の
つ
な
が
り
へ
！

自
分
を
振
り
返
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
大
人
の
放
課
後
「
す
ぎ

な
み
大
人
塾
」。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
学
習
を
通
じ
て
自
分
の
可
能
性
を
伸

ば
す
と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
ま
す
。
塾
の
修
了

後
は
、
相
互
の
資
質
と
資
源
を
持
ち
寄
り
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
行
動
や

学
び
の
場
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
修
了
生
の
多
様
で
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ

た
活
動
を
、
ゆ
る
や
か
に
つ
な
い
で
い
る
の
が
「
す
ぎ
な
み
大
人
塾
連
」
で
す
。

◆
郷
土
博
物
館
分
館
を
活
動
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て

そ
の
大
人
塾
連
が
、
現
在
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
一
つ
が
、
博

物
館
と
区
民
の
協
働
企
画
展
実
施
で
す
。
今
年
四
月
、
天
沼
の
旧
池
畔
亭
跡
地
、

天
沼
弁
天
池
公
園
内
に
郷
土
博
物
館
分
館
が
誕
生
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
た

新
し
い
試
み
で
す
。

郷
土
博
物
館
分
館
は
、「
区
民
と
と
も
に
つ
く
る
未
完
の
博
物
館
」
等
を
基
本

理
念
に
、
区
民
の
参
画
を
積
極
的
に
進
め
区
民
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
施
設
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
「
す
ぎ
な
み
大
人

塾
連
」
が
先
導
的
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
展
示
は
「
天
沼
弁
天
池

界
隈
の
昭
和
二
十
〜
三
十
年
代
の
写
真
展
」「
す
ぎ

な
み
昔
話
展
」「
カ
ブ
ト
ム
シ
の
里
展
」
で
す
。
い

ず
れ
の
展
示
・
関
連
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
関
し
て
も
、

地
域
の
団
体
や
企
業
、
近
隣
学
校
や
土
曜
日
学
校

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
す
る
な
ど
、
開
か
れ
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
カ
ブ
ト
ム
シ
の
里
展
」

（
写
真
）
で
は
、
近
隣
児
童
館
で
行
な
わ
れ
て
い
る

年
間
を
通
し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
育
成
事
業
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
や
区
民
へ
の
カ
ブ
ト
ム
シ
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
生
育
に
欠
か
せ
な
い

堆
肥
づ
く
り
を
進
め
る
環
境
団
体
の
協
力
を
得
た
落
葉
堆
肥
化
道
具
の
展
示
、
映

像
機
器
を
企
業
か
ら
無
償
で
借
り
カ
ブ
ト
ム
シ
の
貴
重
な
映
像
を
流
す
な
ど
し
て

い
ま
す
。
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
る
経
費
の
一
部
は
、「
す
ぎ
な
み
大
人
塾
連
」

が
企
業
か
ら
受
け
て
い
る
助
成
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

来
年
一
月
か
ら
は
「（
仮
称
）
杉
並
と
喫
茶
文
化
展
」
と
題
し
て
、
杉
並
の
地

域
文
化
の
一
端
を
育
ん
で
き
た
拠
点
と
そ
の
背
景
に
迫
り
ま
す
。
現
在
「
す
ぎ
な

み
大
人
塾
」
昼
コ
ー
ス
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
成
果
も
展
示
に
反
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

“未
完
”
で
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の
人
の
活
力
を
呼
び
込
み
、
地
元
へ
の
愛
着

を
育
む
場
と
し
て
の
分
館
の
輝
き
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
は
“ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
”
の
時
代
！

「
す
ぎ
な
み
大
人
塾
連
」
の
活
動
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
や
社
会

に
あ
る
資
源
を
う
ま
く
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
新
し
い
価
値
を
付
加
し
、「
１
＋
１
」

を
「
３
」
に
も
「
５
」
に
も
膨
ら
ま
せ
み
ん
な
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ま
ち
を
つ
く
り

だ
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
す
ぎ
な
み
大
人
塾
で
は
、
そ
う
し
た
役
割
を

担
う
人
を
“ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
”
と
呼
ん
で
、
《
協
働
》
や
《
自
治
》
、

《
当
事
者
》
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
地
域
や
社
会
で
欠
か
せ
な
い
存

在
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
が
気
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
来
年
度
は

「
す
ぎ
な
み
大
人
塾
」
に
参
加
し
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

お
問
合
せ：

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
３
１
７
―
６
６
２
１

「すぎなみ大人塾連」がまちをおもしろくする！

今
日
の
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
（
※
）
は
大
学
の

陸
上
部
学
生
。
体
育
の
授
業
で
ハ
ー
ド
ル
の
技

術
を
５
年
生
に
教
え
に
来
ま
し
た
。
高
東
小
は

今
年
度
、「
走
る
」
こ
と
を
全
て
の
運
動
の
基

本
で
あ
る
と
と
ら
え
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協

力
を
得
な
が
ら
「
走
る
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

＊

ハ
ー
ド
ル
は
そ
の
応
用
編
と
も
言
う
べ
き
も

の
。「
走
る
」
に
加
え
、
さ
ら
に
複
雑
な
動
き

が
加
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
初
は
や
は
り

子
ど
も
た
ち
も
ハ
ー
ド
ル
の
前
で
立
ち
止
ま
っ

た
り
、
避
け
て
走
っ
て
い
っ
た
り
・
・
・
。

＊

み
ん
な
の
走
り
方
を
見
終
え
た
後
、
サ
ポ
ー

タ
ー
が
、
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え
る
と
き
の
姿

勢
、
足
の
振
り
抜
き
方
な
ど
、
簡
潔
で
あ
る
け

れ
ど
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、

実
際
に
手
本
を
見
せ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
サ

ポ
ー
タ
ー
を
「
ハ
ー
ド
ル
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
」
と
認
め
、
そ
の
話
や
動
き
を
信
頼
し
、

真
似
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

＊

ふ
た
た
び
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
。
ゴ
ー
ル
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
猛

然
と
走
り
出
し
、
さ
っ
き
見
た
足
の
振
り
抜
き

を
実
践
し
ま
す
。
ハ
ー
ド
ル
を
倒
し
て
転
ん
で

し
ま
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
皆
あ
き
ら
め
ず
に

果
敢
に
ハ
ー
ド
ル
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

「
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
り
も
、
や
る

気
を
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
」
サ
ポ
ー

タ
ー
は
言
い
ま
す
。＊

高
東
小
は
、
平
成
十
九
年
度
の
テ
ー
マ
を

「
元
気
い
っ
ぱ
い
　
高
東
の
子
」
と
し
て
、
体

育
授
業
の
工
夫
・
改
善
・
充
実
を
進
め
る
ほ

か
、
食
育
や
、
健
康
教
育
の
推
進
な
ど
に
も
取

り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
と
健
康
な

体
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
学
校
が
、
学
校
発
の
取

組
み
と
し
て
、
学
校
全
体
で
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
子
ど
も
た
ち

の
姿
は
、
文
字
通
り
学
校
の
「
カ
ラ
ー
」
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。

※
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
の
知
識
・
経
験
・
技

能
を
活
か
し
、
授
業
な
ど
を
支
え
ま
す
。
地

域
と
学
校
を
結
び
つ
け
る
立
役
者
と
も
な
り

ま
す
。

特色ある教育活動の展開－高井戸東小学校

地域の教育力をつなぐために－三谷小学校

版
大

拡



【教育委員会開催状況】
・定 例 会 5回 ・臨 時 会 2回

・議 　 案 13件 ・報告事項 11件

【主な案件】
◎は審議、○は報告事項

○　「教育基本条例等に関する提言」について

○　学校希望制度申請状況について

○　指定管理施設の年末年始の開場及び年始

特別営業について

○ 「小中学校適正配置のための再編構想」

に対する区民等の意見と区の考え方について

教育委員会の動き
19年9月～11月

杉並第六小学校では、今年度から「児童参加型のビオトープづくり」を行っています。
「ビオトープって何！？」まず、庭師の方にこんな話を聞くところから授業は始まりました。次に行ったのは、「校内
にいる生き物さがしの探検」です。今、校内にいる生き物を調査し、「自分たちが新しく作るビオトープに呼びたい生
き物は何だろう？」と話し合い、「その生き物たちが、どんな環境だったら集まってくるかな？」と本を使って調べ発
表をしました。基本となる計画が出来上がったところで、いよいよデザイン作りに挑戦です。「こんなビオトープがほ
しい！」とみんなでアイディアを出し合い、そのデザインをもとに10月から工事が始まりました。
工事当日、かいぼり班と土工事班に分かれた4年生約45人が協働事業のコーデ

ィネーターやプロの工事業者にそれぞれ指導を受けながら一緒に作業をしました。
数日後の授業では、3年生も参加し、泥んこになりながらも「カエルやトンボ来る

かな」と期待をふくらませる子どもたちの顔は、ニッコリ笑顔。杉六小学校のビオトープは、雨水を貯水槽に溜めて、
その水を流し、太陽光発電を利用したモーターで循環させるという省エネルギーを考えた仕組みになっています。保
護者や地域の方の協力もあり、みんなで作り上げた「手作りのビオトープ」が、今出来上がろうとしています。 12
月中旬の完成お披露目会まであと少し、そこに集まってくる動植物の観察が今からとっても楽しみです。
区のビオトープ設置校は、これで15校目となります。今後も校庭・屋上・壁面の緑化の整備等を行い、子どもた

ちも地域の人たちも、自然とふれあい、環境について学び、考えるよりどころとなる学校施設（エコスクール）づ
くりを推進していきます。

すぎなみ 教　育　報 （第187号）－　－ 平成19年12月10日4

1
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています。 

ガーデニング－緑と花のまちづくり－開催中　 土いじりを通して「家族のきずな・地域のきずな」を深めあいながら、
防災のまちづくりや地域の緑化の視点なども盛り込み、みんなが笑顔で生活できるまちづくりに取り組んでいくための講
座です。ゆうゆう梅里堀ノ内館・ゆうゆう桃井館を主な拠点として、【文部科学省「学びあい支えあい」地域活性化推進事
業】の一環として開催中です。世代間の交流や地域でのつながりづくりに関心のある方、ぜひご連絡ください。
お問合せ：車座委員会地域活性化推進事業チーム（事務局は社会教育センター 3317－6621）

子どもたちの健康を第一に考えて－文部科学大臣表彰受賞
東
田
小
学
校

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
　
学
校
保
健
の
部
）

一
日
の
は

じ
ま
り
、
東

田
小
「
元
気

タ
イ
ム
」。
九

月
に
完
成
し

た
ば
か
り
の

芝
生
校
庭
は

現
在
養
生
中

の
た
め
、
体

育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

八
時
二
十
分
、

体
育
館
に
続
々
と
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。
五

分
間
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
で
長
な
わ
と
び
が

何
回
跳
べ
る
か
。
子
ど
も
た
ち
は
お
互
い
に
今
日
の

目
標
を
宣
言
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
終
わ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

タ
イ
ム
が
始
ま
る
と
、
皆
真
剣
な
顔
で
回
転
す
る
長

な
わ
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。
万
が
一
、
誰

か
が
失
敗
し
て
も
、「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
！
」
と
声
を

掛
け
合
い
、
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
な
が
ら
記
録
に

挑
戦
し
続
け
ま
す
。
始
業
前
の
ひ
と
と
き
、
み
ん
な

で
一
緒
に
運
動
す
る
こ
と
で
、
一
日
が
元
気
に
過
ご

せ
ま
す
。

「
運
動
に
親
し
む
意
欲
・
態
度
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
身
体
能
力
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
」
を
「
体
力

（
か
ら
だ
り
ょ
く
）」
と
称
し
、
運
動
の
日
常
化
と
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
田
小
。
平

成
十
七
年
度
か
ら
始
め
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
い
ま

や
確
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
、
体
力
テ
ス
ト
の
結

果
の
み
な
ら
ず
、
学
力
や
、
学
習
意
欲
、
食
生
活
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
効
果
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
日
、
元
気
タ
イ
ム
を
行
っ
た
体
育
館
の
前
に
は

大
き
く
こ
ん
な
文
字
が
張
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
東
田
の
体
力
（
か
ら
だ
り
ょ
く
）

き
た
え
よ
う
か
ら
だ

う
ん
ど
う
だ
い
す
き
　
ま
い
に
ち
げ
ん
き
」

今
回
受
賞
し
た
、
子
ど
も
の
「
か
ら
だ
」
に
対
す

る
ト
ー
タ
ル
な
活
動
へ
の
意
欲
と
自
信
が
、
こ
の
文

字
に
は
見
て
と
れ
ま
す
。

三
谷
小
学
校
江
口
敏
幸
栄
養
士

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
　
学
校
給
食
の
部
）

三
谷
小
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
毎
日
変
わ
る
お
い
し
そ

う
な
給
食
の
写
真
。
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
楽
し
い
一
口
メ

モ
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
が
、
今
回
受
賞
さ
れ
た

三
谷
小
栄
養
士
、
江
口
さ
ん
で
す
。
江
口
さ
ん
は
、
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
た
め
に
、
地
場
産
の
野
菜
を
取
り
入
れ
る
な
ど
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
食
育
の
普
及
に
も
積
極
的
に
取
組
み
、
他
校
で
も
講
演
を
行

っ
て
い
ま
す
。
江
口
さ
ん
、
仕
事
を
し
て
い
て
一
番
う
れ
し
い
こ

と
っ
て
な
ん
で
す
か
？

子
ど
も
た
ち
が
「
今
日
の
給
食
お
い
し
か
っ
た
よ
、
ま

た
作
っ
て
ね
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
時
が
一
番
う
れ

し
い
で
す
。
栄
養
士
は
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況
・
季
節
や

旬
・
学
校
行
事
・
授
業
内
容
等
を
考
え
な
が
ら
献
立
を
作

り
ま
す
。
で
き
た
料
理
が
や
は
り
お
い
し
く
な
く
て
は
食

育
は
進
み
ま
せ
ん
。
安
全
で
お
い
し
い
給
食
は
や
は
り
一

番
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

食
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
に
お

願
い
や
、
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

食
育
は
健
康
問
題
だ
け
で
は
な
く
生
産
か
ら
消
費
、
食

文
化
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の

中
で
の
基
本
は
「
食
を
楽
し
む
こ
と
」
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
一
人
で
食
べ
る
よ
り
二
人
。
家
族
全
員
な
ら
も

っ
と
会
話
も
は
ず
み
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
今
日
の
料
理
お
い
し
い
ね
、
ど
の
よ
う
に
作

る
の
だ
ろ
う
？
食
材
は
ど
こ
か
ら
来
る
ん
だ
ろ
う
？
ど
こ

の
国
の
料
理
な
の
か
な
？
等
、
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
子

ど
も
も
大
人
も
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
週
に
一
回
で
も
家

族
が
そ
ろ
っ
た
食
事
が
で
き
る
状
況
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
行
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
行
事
食
も
あ
り
ま
す
。
手

作
り
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
行
事
を
家
庭
で
も
大

切
に
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い

ま
す
。

こ
の
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
家

庭
や
地
域
ま
で
も
考

え
た
広
い
視
点
か
ら

の
江
口
さ
ん
の
取
組

み
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
江
口
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
お
い
し
い

給
食
を
お
願
い
し
ま

す
！

（この人が、江口さん。マスクと帽子では顔

が分からないので、給食室から一度出ていた

だいて、パチリ。）

見よ!! この体のしなやかな動き！これも東

田小の体力（からだりょく）。

かいぼり班。「どじょうがいた！」と

大喜びの子どもたち　　

土工事班。工事業者さんの指導を熱心

に受ける子どもたち。

子どもたちのエコスクールづくり－杉並第六小学校

12月16日　今川図書館が開館します
来たる12月16日（日）、区内で13館目、西荻地域では2館目の今川図書

館が開館いたします。（今川四丁目12番10号）
今川図書館は閑静な住宅街の一角、緑あふれる落ち着いた環境の中に

あり、区内の図書館としては初めてゆうゆう館（高齢者施設）と併設して
います。今川図書館ならではの特徴を活かし、生涯にわたる学習と自立を
支える情報拠点として、区民の方々に活用されるよう運営していくととも
に、民間企業に運営を委託し、個性溢れる図書館を目指していきます。
皆様のご利用をお待ちしております。
開館に合わせ、洋書絵本などの特別展示を行います。また、12月24日

（月）〔振替休日〕午後2時からは、幼児・児童向けの「クリスマス特別お
話会」を開催します。ご家族連れで出かけてみませんか？
交通案内
JR中央線 荻窪駅北口から「武蔵関駅」行き「井草八幡宮」下車徒歩5分
JR中央線 西荻窪駅北口から「井荻駅」行き「今川四丁目」下車徒歩7分　
【お問合せ】中央図書館（ 3391-5754）

開館後は今川図書館（ 3394-0431）へ

今川図書館・ゆうゆう今川館
今川四丁目12番10号

コンビニ
善福寺一丁目

早稲田
通り

青
梅
街
道

上井草会議室

善福寺交番

善福寺児童館

勤労福祉会館
西荻地域区民センター

今川
四丁目

井草八幡宮

農芸高校

杉並工業高校
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今川三丁目

桃井
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